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☆児童も教職員も「しあわせ」に！！

業務改善・対話の充実のための取組　◇水曜18時退勤徹底 ◇ICT利活用の更なる推進 ◇会議:内容精選と終了時刻設定　　＋やってみたい・やってよかった研究・研修の推進
　　　　児童と向き合う時間や授業準備・校務処理時間の確保＋力量アップ　　　　　　　　　　　心身ともに元気な教職員　活力ある学校に

令和８年度　福井市西藤島小学校 スクールプラン（にじっ子とともに！） 

○いじめは許さない

○温かい学級・学年、集団づくり

○道徳教育・人権教育の充実

○安全指導の充実

○危機管理マニュアルに基づいた指導

○いろいろな場面の確認を大切にする

こうすれば 結果として

【学校教育目標】

「やってみよう」の西藤島

～主体的に考え、多様性を認め合い、

チャレンジを続ける児童の育成～

【めざす児童像】

学ぶ子、やさしい子、強い子

【研究主題】

自ら考え つながり合って 学びを深める

～対話の充実を通して～

【わ＝わくわく・チャレンジ】

◎わくわく前向きな気持ちで学習・活動

◎学習すること、体を動かすことを楽しむ

◎失敗しても、またチャレンジする

◎苦手なこと・少し難しいことにもあきらめずに

取り組む

◎チェンジ・チャレンジすることや人を応援する

【あ＝あいさつ・ありがとう・

あなたがいてくれてよかった】

◎気持ちのよいあいさつ・返事・反応

◎感謝の気持ち、「ありがとう」を伝える

◎お互いを大切な存在として認め合う

◎自分が大事な存在だと実感できる

親切にしたり優しくしたりしている 児童９５％

いじめを見たら大人に知らせたり、止めたりするこ

とができる 児童８５％

道徳の時間には、考えを深めることができている

児童９５％

【し＝親切・

（心配なし・信用・信頼）】

◎親切な行動をする

◎優しく思いやりのある言葉と行動

◎自分がされていやなことは、相手にし

ない

◎危機発生時の行動がわかる

【せ＝先生や大人に言われなくても

自分から・自分達から】

◎自分で考えたり、行動したりする

◎友達やいろいろな人と協力して学習・活動を

進める

◎いろいろなことに進んで取り組む

気持ちのよいあいさつをしている 児童８５％

「ありがとう」を伝えている 児童９５％

学校が楽しい 児童９５％

学校は、子どもたち一人一人を大切にし、温かく指導して

いる 保護者６５％

授業に自分から進んで取り組んでいる 児童９０％

苦手なことや少し難しいことにも、すぐにあきらめずに取り組

んで いる 児童９０％

ふるさと（地域）を大切にしたいと思う 児童９５％

児童が郷土福井への関心を高めたり、大切にできる活動に十分

取り組んでいる 教職員９０％

みんなで何かをするのは楽しい 児童９０％

いろいろな活動に進んで取り組んでいる 児童９０％

将来の夢やめざす目標をもっている 児童９０％

児童が夢や目標をもち、その実現のために努力するよう、

キャリア教育に力を入れている 教職員９０％

こんな学校にしたい！ （教職員） ＝ 子どもが主語の学校

★命、お互いの存在を大切にする学校

★今日来てよかったと、明日も来たい・ 来てもいいかなと思える学校

★チェンジやチャレンジを続ける、応援できる学校

こんな学校にしたい！（児童）

☆笑顔いっぱいの学校

・楽しいことがいっぱい ・みんなが元気 ・明るい

・仲がいい ・人のことを考える ・進んでいろいろなことをする

【福井市学校教育目標】

郷土福井に誇りを持ち、

たくましく生きる子どもの育成

【福井市学校教育方針】

学びをつなぐ・未来につなげる

～「つながる」を大切にした学校づくり～

【藤島中学校区でめざす子どもの姿】

地域とともに歩み、未来を切り拓く子どもたち

○指導（あいさつ・返事・反応など）の

共有・考えさせる場の設定

○ポジティブ教育の推進

○異学年、いろいろな人（学校内外）との

の交流

○「ありがとう」を伝え合う場の確保

○課題設定の工夫

○対話を重視した授業づくり

○タブレットの有効活用

○大休み・昼休みの運動の推進

○地域の人・もの（実物・生）との交流・体験

○成長を実感できるふりかえり、場の工夫

○学び続ける教師集団であり続ける

○子どもたちに任せる場を増やす

○見通しを持って主体的に取り組める場を増や

す

○プロセスをしっかり見取り、見守る

○進んでしていることをほめる・紹介する

○今と未来がつながっていることを意識させる

（キャリア教育）

合い言葉は合笑顔いっぱい！ わたしもあなたもしあわせ ⇔合 リスペクト＋チャレンジ＋共に ＝ シェアハピ

家庭・地域との連絡・連携教職員と児童とのつながり 児童同士のつながり 中学校区・関係機関との連携学校公開の推進

【家庭・地域住民の願い】

・地域の人・もののよさを感じ・見つけてほしい

・自分から進んで行動できる人になってほしい

・学校に楽しく通ってほしい

「見える化」による安心・信用・信頼


